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【発表のポイント】 
 黒潮大蛇行（注 1）により東海地方の夏季降水量が増加することを発見し、そ

れが、台風や 2020 年豪雨などの降水量にも影響を与えていたことを明らか

にしました。

 東海地方の降水量増加は、黒潮大蛇行に伴う水蒸気の増加によって大気が

不安定化したことが要因であると指摘しました。

 黒潮大蛇行で増加した水蒸気が、東海地方に猛暑をもたらしたと言えます。

 黒潮が社会生活に及ぼす影響を明確にしたものであり、防災・減災への貢

献が期待される重要な成果です。

【概要】 
黒潮大蛇行が 7 年以上も続くなど、近年、日本周辺の海は大きく変わりつつ

あります。海の変化が私たちの暮らしに与える影響が懸念されています。 
東北大学大学院理学研究科、東北大学・海洋研究開発機構 変動海洋エコシス

テム高等研究所（WPI-AIMEC）兼務の杉本周作准教授は、高解像度の気候シミ

ュレーション（注 2）を行い、黒潮大蛇行が日本の夏季気候に与える影響を詳細に

分析しました。その結果、黒潮が大蛇行している時期には、海から東海地方へ

大量の水蒸気が供給されることにより、温室効果で夏が一層暑くなることに加

え、大気が不安定になり、降水量が増加することが明らかになりました。

この成果は、近年東海地方を襲った豪雨の一因が黒潮大蛇行にあることを初

めて示したものです。地球温暖化による大気中の水蒸気増加が報告される中、

黒潮大蛇行が続くことで、今後も東海地方の太平洋側において豪雨災害のリス

クが高まることが懸念されます。本研究は、防災・減災の取り組みに新たな知

見を提供し、気象災害への対策に貢献する重要な成果です。

本研究成果は、日本海洋学会の英文国際誌 Journal of Oceanography オンラ

イン版にて 12 月 22 日（日本時間）に早期公開されました。

東海地方に豪雨と猛暑をもたらしたのは 
「黒潮の大蛇行」の影響と解明 

～黒潮が及ぼす影響を高解像度の気候シミュレーションで分析～ 



 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 

近年、日本近海の海流変化が気候に与える影響に注目が集まっています。特

に、世界最大級の海流である黒潮は、2017 年夏に大蛇行流路に遷移し、その

後 7 年が経過した現在も継続しており、観測史上最長の期間を更新しています。

従来の見解では、本州から黒潮が離れる大蛇行流路では、東海・関東沖の水温

が低下すると考えられていました。しかし、最新の衛星観測データによると、

実際には水温が上昇し（図 1）、蒸発が活発化していることが明らかになりまし

た （Sugimoto et al. 2021、https://www.sci.tohoku.ac.jp/news/20210304-
11470.html）。この現象は、降水量や地域の気候に影響を及ぼす可能性が指摘

されます。 
 
今回の取り組み 

東北大学大学院理学研究科の杉本周作准教授による高解像度の気候シミュレ

ーションでは、黒潮大蛇行によって東海地方から関東地方にかけて降水量が約

1.3 倍に増加していることがわかりました（図 2）。この降水量増加は、黒潮大

蛇行に伴う沿岸の水温上昇による蒸発の活発化と、夏の南風によって日本に流

れ込む水蒸気の量が増加により、大気が不安定化した結果であることが明らか

になりました（図 3）。さらに、シミュレーションの結果、増加した水蒸気の温

室効果によって、東海地方の気温が約 1 度上昇することも確認されました。 
東海・関東沖では、黒潮大蛇行期間中（2017 年夏以降）のほとんどで海洋

熱波（注 3）が発生しており、最大級の 5 度の水温上昇を想定したシミュレーショ

ンでは、東海地方から関東地方にかけて降水量が 1.5 倍に増加し、気温も東海

地方で約 1.6 度、関東地方で約 1.0 度上昇することが判明しました。この 5 度

の水温上昇は、地球温暖化が進行した場合、今世紀末に予測される水温上昇と

同程度であり、本研究の結果は、温暖化に伴う将来気候を示唆するものでもあ

ります。 
 
今後の展開 

近年増加する気象災害は、地球温暖化による大気中の水蒸気増加と深く関連

していると指摘されています。本研究を通じて、2020 年豪雨や台風など、東

海地方に甚大な被害をもたらした気象災害に黒潮大蛇行が影響していたことを

明らかしました。今後も黒潮大蛇行が継続すると、東海地方から関東地方にか

けて夏季の降水量増加や気温上昇が予想され、厳しい夏が訪れる可能性があり

ます。このため、黒潮の動向を継続的に監視し、気象災害に対する防災・減災

対策を早急に強化することがますます重要になると考えています。 
 
 



 

図 1. 黒潮が大蛇行していた 2021 年 7 月 1 日の海面水温の平年差。青矢印は黒

潮の流路を表す。 
 

 

図 2. 黒潮大蛇行による夏の降水量増加率（気候シミュレーション結果）。 



 
図 3. 東海･関東地方への黒潮大蛇行の影響を表す模式図。 
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【用語説明】 
注1. 黒潮大蛇行：黒潮は、九州の南から四国の沖合まで北上して最後は房

総沖から東に流れて列島から遠ざかる海流。ほぼ列島に沿って流れる「直

進型」と、紀伊半島沖でいったん大きく沖に出て房総半島の近くに戻って

くる「蛇行型」がある。気象庁は、蛇行型のうちでも沖へ出ていく幅が北

緯 32 度より南まで蛇行した場合を「大蛇行」と呼んでいる。 
注2. 気候シミュレーション：東北大学サイバーサイエンスセンターのスー

パーコンピューター上で、気象庁非静力学大気モデルを用いて気候シミュ

レーションを行った。本研究では黒潮大蛇行に伴う水温上昇がある海とそ

うではない海を用意し、計算された大気場を比較した。なお、気候シミュ



レーションは海洋変化の影響を十分に表現できるように 5 km の高解像度

で実施している。 
注3. 海洋熱波：海面水温が数日以上にわたり異常に高い状態が持続する現

象。 
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